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今月号は…
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超高速インターネットが町内ほぼ全域で可能に

�世界中が繋がるインターネットは、登場から２０年ほどで爆発的に普及し、私たちの生活にも身近な
ものとなりました。
　町内では、高速なインターネット回線（ADSL）が本町・振内町・貫気別地区において利用すること
ができますが、近年は情報量も増加し、快適に利用することが困難になる事態も発生してきました。
また、未整備の地域は依然としてサービス開始の見込みがなく、情報の格差が拡がっている状況です。
　そこで、町では、国の交付金を活用しながら町内全域に光ファイバーを敷設し、情報化の推進を図
ることにしました。これまで低速な ISDNや、速度や安定性に難があるADSL サービスを利用してい
た世帯でも、高速で安定した光ファイバーによる「超高速インターネットサービス」が近隣の町より
いち早く利用できることになります。

�光ファイバーは、電気の代わりに光
で信号を伝送する髪の毛ほどの太さの
ガラス線です。距離による信号の変化
が少ないため数十キロ離れた場所でも
安定した通信が可能となりますが、敷
設コストが非常に高く、たくさんの加入
者が見込めない町村部では民間事業者
による整備が進んでいない状況でした。
　また、光ファイバーは大容量で安定
して音声・映像など様々な情報を同時
に送信できるため、テレビ放送の伝送
としても利用することができます。

◆画像や映像満載のホームページが素早く表示！
　今まで待たされた画像や映像の多いホームページが、素早く見ることができます。
◆ハイビジョン画質の動画の視聴
　これまでの通常の動画はもちろん、ハイビジョン相当の画質の動画もスムーズに視聴できます。
◆世界中と無料でインターネット通話やテレビ電話
　超高速インターネットを利用することで、無料で多人数が同時に電話で話をしたり、世界中とテレ
　ビ電話も可能です。遠く離れたお友達と目の前にいるようなコミュニケーションができます。
◆家庭用ゲーム機（Wii や DS、PS3 など）を利用したインターネットゲーム
　世界中の人とオンラインコミュニケーションや対戦ゲームが楽しめます。
◆いくつものパソコンが同時にインターネットをしてもラクラク
　家庭内で同時に複数のパソコンでインターネットや動画を見ても速度が落ちません。
◆外出先の遠隔地からペットや畑の管理カメラとして
　使い方次第では高品質なカメラとして、外出先から見ることもできます。
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�サービスの提供は来年 3月頃を予定しており、申し込み先は町ではなくNTT東日本となりますが、
サービス開始までは町で「情報化推進協議会」を設立し、事前申し込みの取りまとめをしますので、
近日中に「まちだより」にてご案内します。

�町では、インターネット用と地上デジタルテレビ用の２種類の光ファイバーを整備しますが、テレ
ビ用の光ファイバーは、国の定めた難視聴地域の限られた世帯へのサービスであり、インターネット
に契約しても地上デジタルテレビ放送を視聴することはできません。
　また、テレビの難視状況は随時調査していますが、多くの難視世帯がある二風谷・貫気別・本村地
区については今年度中にデジタルテレビ放送を再送信する施設を整備しますので、各家庭で設置する
テレビアンテナにて視聴して頂くことになります。
　※詳細は改めて次号以降お知らせします。
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※ ISP（プロバイダ）をNTT提供の「ぷらら」を利用した場合の例で、別途消費税が加算されます。
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�ゲートボールを通して、地域の交流、健
康の増進及び技術の向上を図ることを目
的に町ゲートボール協会が主催する「第 27
回全町ゲートボール大会」が二風谷ファミ
リーランドで開催されました。
　競技は、８チームを 2ブロックに分け、
勝率により争われ、小平チームが優勝とな
りました。
　途中、小雨に見舞われましたが、白熱し
た競技を行うことができました。
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�橙色の飾り羽をまとった可愛い「アマサギ」が、去場
の水田に、ひょっこり姿を現しました。
　アマサギは全長 50㎝程度で、くちばしの短い小型のサ
ギです。冬には全身が白い羽に覆われますが、夏は頭か
ら首までと背中に橙色の飾り羽が生えます。主に夏鳥と
して渡来しますが、北海道での観測は、まだ多くはない
ようです。
　水田ではトラクターなどの後につき、驚いて逃げ出し
てくる昆虫を捕らえたりするそうです。
　アマサギさん、来年もまたお会いしましょうね。

�恒例となりました「振内町民ラジオ体操 100
日大会」が、今年も役場振内支所前でスタート
しました。
　開催初日は40名余りが集まり、福澤一光振内
自治会長の「皆さん、健康ために 100 日間頑張
りましょう」という挨拶で始まりました。
　第 26回目となるこの 100 日大会、8月 31日
のゴールを目指して毎日開催されます。幅広い
年齢の方々が集まり、朝の清々しい空気を胸に、
みんなで元気よく体を動かしてます。
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�平取町農協のトマト・キュウリ部会では、
6月から、町内 9つの小中学校給食に新鮮な
トマトの提供を始めました。
　この「びらとりトマト」を使った学校給
食を関係者に食べてもらおうと、紫雲古津
小学校で試食会が開催され、挨拶に立った
農協の仲山浩組合長は「これだけトマトの
生産が大きくなれたのは、町民皆さんの協
力があったから。このトマトはその恩返し
です」と話していました。
　トマトは、９月までの間、毎週木曜日の朝
に各学校に届けられ、その日の給食メ
ニューになります。　
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�イギリス出身の医師ニール・ゴードン・マンロー
先生は、アイヌ文化研究に努めるとともに、診療所
を開き、無料で患者を診察するなど、地域の方々
に多くの思い出や功績を残されました。
　この日は、二風谷、旧マンロー邸に約 50 名
が参集し、マンロー夫人から伝えられたクッ
キーが配られた後、全員で先生を思い黙祷し、
赤いカーネーションを捧げました。
　また、今年は平取町アイヌ文化情報センターに
おいて、札幌在住の小野邦夫氏が制作した、先
生の生涯をまとめたDVDを鑑賞し、改めて功績
の偉大さに感銘を受けました。
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�このほど、三井物産株式会社が所有する沙流山
林をめぐるアイヌ文化の保全・継承、地域の振
興に関する協定が、三井物産株式会社、社団法
人北海道アイヌ協会平取支部、平取町の三者で
締結され、それを記念して、二風谷ファミリー
ランド公園で、関係者により植樹祭が行われま
した。
　植樹された３本の木は、5mほどのアッニ（和
名：オヒョウ）で、沙流山林内に自生していた
ものです。これから、沙流川流域の自然環境を
次代へ引き継ぐ母樹として、共に守り育ててい
くことでしょう。
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新指導要領の実施に向けた今年度の取り組み

�運動会・体育祭も終え、1学期も終盤を迎えています。平取町教育目標「心豊かにたくましく生き、
ふるさとの明日を拓く人を育む」の具現化、基礎・基本の確実な定着と個に応じた指導の充実をめざ
し、各学校ではそれぞれ今年度の重点を定め取り組んでいるところです。
　同時に、「生きる力」をバランスよく伸ばしていく手だての強化を図る新学習指導要領の全面実施
（小学校は 23 年度から）への移行措置が進められています。子どもたちには、今年度も教科書の他に
算数及び理科の補助教材と 5・6年では英語ノートが配布され活用されています。

���明治 42 年、荷負簡易教育所から独立し、北海道荷負小学校として開
設以来、中学校の併置・廃校を経て、平成元年新校舎が完成。平成 15
年には開校百周年事業を実施。現在、教職員 8名、児童 7名の学校で
す。
「おはようございま～す！」子どもたちの元気な声で一日が始まりま
す。本校では、安全面・生徒指導の両面から、朝は途中まで迎えに行
き、帰りはバス停・自宅まで教職員全員で送迎活動を実施しています。
「おはようタイム」（8時 10 分から 8時 20 分）には子どもたちが自主
的に読書をしています。年に数回、地域の方々も、読み聞かせをしてくださっています。
　さあ、1時間目が始まりました。複式学級での授業です。6年生に先生が勉強を教えているとき、5
年生は先生の指示のもと、調べ学習やワークシート・問題集などを使用して勉強します。
　子どもたちのお楽しみ、中休み・昼休み・放課後は児童 7名と教職員が一緒に遊びます。“遊びの中
で子どもは育つ”教職員は遊びの見守り隊として参加しています。
　本校は平成 23 年 3 月 31 日で閉校することになりましたが、百寿会（老人会）の皆さんとの七夕交
流会、餅つき交流会、芋団子汁・ゲーム交流会、地域の皆さんとの百人一首活動やボランティアの方々
による楽しい読み聞かせなどを通して子どもたちに貴重な体験・経験を語り伝えていただき、「人との
関わりを大切にしながら、じっくり考え、しっかり学ぶ子の育成」の目標のもと、教職員一同さらな
る信頼される学校づくりに努めて参ります。

 地域の中の学校として��������

小学校は来年から全面実施

�外国語活動では、今年度は各学校年間 20 ～ 35 時間と大幅に時数が
増え、子どもたちは担任の先生と一緒にジェスチャーや歌、ゲームな
どを通して外国語を用いたコミュニケーションの楽しさを感じながら
元気に活動しています（中学校英語科の繰り上げ実施ではありません）。
先生方もゼロからのスタートへのチャレンジということで校内全体で
の研修に取り組んでいるところです。
　教育委員会はその円滑な実施に向けて昨年度から実技講習会の実施

などの研修機会の拡大に努めていますが、今年度は外国語指導助手 (ALT) に加えて独自に地域人材を
活用したＪＥＴ (日本人講師 ) も同時に派遣し、担任と一緒に指導に当たれるようにしています。
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�新指導要領の実施に向けて管内的な作業の一つに教科書の採択があります。
まちだよりでもお知らせしていますが、7月 3日（土）<休館日を除く >まで町立図書館（ふれあいセ
ンター３F）において教科書展示会を実施しています。
　教科書展示会は、教育関係者だけではなく保護者や一般の方にも閲覧していただくことで、教科書
や教科に対する理解を深めることを目的としています。現在町内の小中学校で使用している教科書と
新たに文部科学省の検定を経た教科書（見本本）をどなたでも自由に閲覧できますので是非ご覧くだ
さい。

7月 3日まで図書館で教科書展示会開催
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みんなで楽しくスポーツを
～リトルラビットスポーツクラブ開講～

���町内の小学生を対象に、スポーツをすること
の楽しさを知ってもらうため、様々なスポーツ
が体験できる、今年度の「リトルラビットスポー
ツクラブ」が 5月 8日（土）の本町地区を皮切
りに、振内地区、貫気別地区と開講しました。
　1回目のクラブでは、いろいろな運動の基礎と
なる能力や、身体の動きを総合的にみる「体力
テスト」を実施し、本町地区 22 名、振内地区
22 名、貫気別地区 13 名の児童が参加しました。
　内容は「立幅とび」、「上体おこし（腹筋）」、
「腕立伏臥腕屈伸（腕立伏せ）」、「時間往復走」の
4種目で、参加した子ども達は一生懸命に取り組
んでいました。
リトルラビットスポーツクラブ（通称リトラビ、
逆さから読むとビラトリ）は今後、ドッジボール、
ティーボール、カローリングなど様々なスポー
ツを行います。途中入会もできますので、気軽
に参加してください。

今年は大きくたくさん実りますように！
～キッズチャレンジＴＨＥあぐり～

�紫雲古津　5月 29 日（土）

���児童にお米がどのように作られ食卓にあがるかを
学んでもらう、「キッズチャレンジＴＨＥあぐり」（実
行委員会主催）の第１回目を開催し、参加した３２名
の小学生とその保護者が、澄みきった青空のもとお
米づくりの第一歩となる田植えを体験しました。
　今年も紫雲古津　田中修さんの水田をお借りして
この事業を行っていますが、この日は風も弱く温ん
だ泥水の感触も感じながら、地元の水野武雄さんや
農業委員、ＪＡ青年部の皆さんに教わり丁寧に植え
ていきました。中には顔に泥が跳ねても気づかずに
黙々と植えていたり、足を取られて尻もちをついて
しまい泥まみれなった児童もいたりと、あちこちで
ハプニングが起こっていました。思いのほか早く終
わってしまったので物足りなさもあったようですが、
足を洗い終わると「おなかすいた～」の声が。おに
ぎりをほおばりながら達成感いっぱいの笑顔を見せ
ていました。
　昨年は天候が悪く町内でもお米の出来が良くな
かったということでしたが「今年は良い気候で大き
く成長してたくさんお米がとれますように」と祈り
ながら田植えを終えました。
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各スポーツ少年団の大会結果
平取義経剣心会スポーツ少年団
第 3回清柳杯少年剣道大会
　期 日　平成 22 年 4 月 25 日（日）
　場 所　音更町総合体育館
　成 績　個人戦　【小学生低学年女子の部】　第３位：木村有稀
第７回瀧澤榮八杯少年剣道大会
　期 日　平成 22 年 5 月 1日（土）
　場 所　千歳市開基記念総合武道館
　成 績　団体戦　【小学生の部】　第３位：小山椎名・木村裕斗・木村有稀・木村一稀・小山哲汰

平取町柔道スポーツ少年団
第 24 回 日胆柔道スポーツ少年団交流大会
　期 日　平成 22 年 4 月 18 日（日）   場 所　登別市総合体育館
　成 績　
    男子 団体戦 【小学生高学年の部】　第３位：松永優気・佐藤優弥・及川和磨・津川義貴・及川智己
                       【中学生の部】  　   　準優勝：武田諒太郎・西野　匠・安藤大貴・正木 健・吉田貴史
　 男子 個人戦 【小学１年の部】　優　勝：牛坂 大悟　 【小学４年の部】　第３位：松永 優気
　　　　　　   【中学３年の部】　準優勝：吉田 貴史　　第３位：正木　健
     女子 個人戦【中学３年の部】　第３位：斎藤 美香
第 32 回 北見練心会杯全道少年少女柔道大会
　期 日　平成 22 年 4 月 25 日（日）   場 所　北海道立総合体育センター
　成 績　男子 個人戦  【小学生高学年の部】　第３位：及川智己
第１回十勝カップ 北海道中学生柔道体重別選手権大会
　期 日　平成 22 年 5 月 1日（土）     場 所　鹿追町総合スポーツセンター
　成 績　男子  【５５kg 級個人戦】　　 第３位：西野　匠
                       【８１kg 級個人戦】　　 準優勝：吉田 貴史
              女子  【７０kg 超級個人戦】　 第３位：斎藤 美香

平取ミニバスケットボール少年団

平成 22 年度第 33 回春季ミニバスケットボール大会
　期 日　平成 22 年 5 月 15 日（土）・16 日（日）・
           　22 日（土）・23 日（日）
　場 所　日高町門別スポーツセンター
　成 績　第３位（参加：女子１６チーム）緒方千智 主将 ほか２２名

その他の大会結果
第 27 回全日本少年軟式野球日高地区予選大会兼第 3回全日高中学校軟式野球大会
　期 日　平成 22 年 5 月 22 日（土）～ 23 日（日）
　場 所　平取町みどりが丘公設グラウンド
　成 績　優勝：平取中学校クラブ
  【1 回戦】　（シードにより不戦勝）
  【2 回戦】　10 － 1　 対 門別中学校クラブ
  【準決勝】   5 － 1　 対 新冠中学校クラブ
  【決　勝】   5 － 2　 対 様似中学校クラブ
　※ 全道大会予定：7月 16 日～ 19 日（恵庭市・千歳市）
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�町立二風谷アイヌ文化博物館には、野外施設としてアイヌのチセ（家）が復元されています。地域
のアイヌ文化学習・観光振興の拠点として、昭和 60 年度から平成 15 年度にかけて 4棟のチセ群が整
備されました。
　更に平成 20 年度からは隣接する町有地にイオル整備事業の一環としてチセの建設が進められてお
り、アイヌ文化を継承していくための空間として一層のにぎわいをみせるようになりました。
伝統的なチセは自然素材を用いて建てられます。沙流川流域ではカヤ（スプキ）で壁と屋根を葺くや
り方が一般的となっており、出来たてのチセは黄金色のような美しい色合いをみせます。しかし年数
の経過につれて自然素材ゆえの傷みが出てくることから、定期的な改修・改築も必要になります。
　博物館のチセ群については 4棟中 3棟を平成 20 年度から 2カ年にかけて改築（修景）しました。
カヤの段葺きによる三角屋根をなるべく良い状態で維持することは、地域の景観形成を推進していく
上でも非常に大事なことといえます。チセが何棟も建ち並ぶコタンと今日的な住宅街・アイヌ民芸品
店・林業的に整備された美しい里山等が混在する二風谷の景観は、文化的景観としても第一級の価値
をもつものであろうと考えています。
　今回実施したチセ群整備を契機に、学習素材としての活用も幅を広げていくことが可能になります。
きれいに整備した 3棟のチセそれぞれでアイヌ古式舞踊などの体験学習やアイヌ文化についての講話
を聞いたり、チセの構造などを学んだりできるようになります。町内外の学校や地域団体はもちろん
のこと、世界中からやってくるお客さんへのサービス向上という観点からも、よりよい効果が期待さ
れるところです。
　教育委員会では、今後も平取地域イオル整備事業・萱野茂二風谷アイヌ資料館等と連携しながら、
教育施設としての博物館チセ群の管理を継続していきます。

【博物館敷地内のチセ群】
　地域の伝統文化を学ぶ施設であると同時に、
昔からの建築技術や儀礼を継承していくため
の場でもあります。
　地域と連動しながら、活気のある魅力的な
環境づくりをこれからも進めていきます。

【チセの内部】
　囲炉裏（アペオイ）とその周りには、アイ
ヌ文化に受け継がれる世界観や教えが凝縮さ
れています。
　実際に座りながらそうした想いを体感でき
る施設は、町にとって貴重な財産といえます。
　平取町の良さを多くの人に知ってもらうた
めにも、様々な媒体を用いながら地域文化を
啓発していきます。

伝統家屋「チセ」の紹介
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●「水辺空間の再生」整備を進めています！
　以前、イオル再生事業概要において、コタンの再現エリアの整備内容をご紹介しましたが、今回は、
沙流川の本町河川敷地を利用しています「水辺空間の再生」エリアの整備内容についてご紹介します。

�イオル再生事業は、３つの大きな領域（空間）を設定し、整備を進めています。昨年ご紹介しました
「コタンの再現」、今回ご紹介しました「水辺空間の再生」、そして、次回は「イオルの森」をご紹介
する予定です。
　イオル再生事業整備にあたり、ご不明な点やお聞になりたい情報などは、役場アイヌ施策推進課イ
オル整備推進係（� 2-2341）までご連絡をお願いします。

平取地域イオル再生事業の概要
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�水辺空間の再生整備方針】
　アイヌ文化の有用植物として、オギ・ヨシ（総称：カヤ）・ガマなどが群生する水辺のイオル
として、モセウシ（カヤ場）及びポント（小さい沼）を整備します。
　また、農耕の場としてヒエ・アワ・キビなどの雑穀を栽培するアマムトイ（雑穀畑）を造成
し、維持管理に必要な管理用作業路を整備します。
　このような有用植物を栽培し、コタン（二風谷地区）やイオルの森（二風谷地区）と連動し
たアイヌ文化伝承活動に活かすべき整備を進めています。
　さらに、既存の緑地帯をミンタラ（広場・庭）として、適切な維持管理を行い、穀物の収穫
体験や各種イベントなどの実施を可能とするエリアとして利用する計画となっています。
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�このたび、紫雲古津生活館が 41 年ぶりに改築されました。総工費約は約 7千万円で、国と道からの
生活館整備事業補助金を受けて建築されました。床面積は 331 平方メートルで、旧生活館の 1.2 倍の広
さがあります。町内で生活館が改築されるのは 9年ぶりになります。なお、館内は全面禁煙となって
います。

�平取町アイヌ文化情報センター（床面積 450 平方
メートル）が新築され、５月より供用を開始しまし
た。町立アイヌ文化博物館の隣にあった二風谷工芸
センターの跡地に、北海道の 100％補助事業によっ
て総工費約１億円で建設されました。
　文化情報センター内は、イオル整備推進事務所、
アイヌ文化環境保全調査室、二風谷工芸館（展示・
販売・体験学習スペース）で構成されており、最新
の視聴覚や情報機器などが備えられています。
　イオル整備推進事務所、アイヌ文化環境保全調査
室には、それぞれイオル再生業務と平取ダム地域文
化調査業務（室蘭開発建設部委託事業）に携わるス
タッフが従事し、ここを拠点に調査や整備の作業を
進めていくことになります。伝統的な工芸技術をは
じめとするアイヌ文化に関する多様な情報の受・発
信を行う施設として、今後の平取町における文化施
策推進と地域振興に大いに寄与するものと期待さ
れています。
　また、文化情報センター周辺には、町立博物館、
沙流川歴史館、そしてイオル再生事業と文化的景観
事業により整備されたチセ（復元家屋）群が建ち並び、他地域ではあまり見られないまとまったアイ
ヌ文化関係施設群、公園として特色のある環境、雰囲気を創り出しています。センターの開設は、文
化の面だけでなく、観光の面においてもさらなる集客効果が期待されています。

～新しい公共施設をご紹介します～

平取町アイヌ文化情報センター

紫雲古津生活館
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[A] 
水　　　　　1・1/2カップ 
コンソメ　　　　　1/2 個 
ローリエ　　　　　1枚 
バジル　　　　　　少  々
トマトケチャップ　小さじ 2

[ 作り方 ]
1.　トマトは皮を湯むきし、輪切りにして種を取り除く。
なすは食べやすい大きさに乱切りにして水にさらす。
たまねぎ・にんじん、にんにくはみじん切りにする。 
2.   鍋に油を熱し、たまねぎ・にんじん・にんにくを
炒める。たまねぎが透きとおってきたら、牛ひき肉を
加え炒める。 
3.   牛肉の色が変わってきたら、カレー粉・小麦粉を
加え、炒める。
4.    トマト・なすを加えてさっと炒め、［A］を入れて煮る。 
5.   少しとろみがつくまで煮込む。
6.   塩を加えて味をととのえる。 
7.   器にご飯をよそい、[５] のカレーをかける。 
※トマト以外の野菜は、じゃがいもやオクラ、きのこ、豆類などお好み
で、冷蔵の残り野菜を入れて作れます!! 辛さはカレー粉の量を加
減したり、リンゴのすりおろしやはちみつなどを加えて調節。

[ 材料 ]　（2人分）
トマト 　　 2 個 
なす　　  　2 本 
たまねぎ　　1/4 個 
にんじん　　1/4 本
にんにく　　1/2 かけ 
牛ひき肉　　80g 
ごはん　　　茶碗 2杯分 
油　　　　　大さじ 1/2 
カレー粉　　大さじ 1/2 
小麦粉　　　大さじ 1 
塩　　　　　少々 

びらとりのトマトを使ったおいしいレシピ
1���������《完熟トマトのドライカレー》

平
取
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べ
よ
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!!

■
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方
法
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。



�ここに掲載されたもの以外にも、たくさんの
本がありますので、お気軽に図書館（� 4-6666）
までお問合せください。
　あなたの一冊のお手伝いをします。

IItt''ss NNeeww!!
新新ししいい本本がが入入りりままししたた

It's New!It's New!  
新しい本が入りまし　新しい本が入りましたた

『超訳ニーチェの言葉』／白取春彦編訳
　ドイツの哲学者、フリードリヒ・ニーチェが書い
た多くの本のなかから、短い警句と断章（キャッ
チフレーズとその解説）を抜き出し、「己につい
て」「生について」といったテーマ別に編集しなお
した本です。
　タイトルや表紙からは、とっ
つきにくい印象を受けますが、
１ページ１項目というどこから
でも読める構成になっている
ので、ざっとページをめくって
好きなところから気軽に読め
ます。
　「ずっと愛せるか」「読むべ
き書物」などなど。

●図書館からのひとこと●

図書館でできるこんなこと…貸出①
　図書館の本などを借りるには、まず利用者
登録をして「利用者カード」を作っていただ
きます。といっても、登録料など一切かかり
ませんし、身分証明書なども原則不要です。
時間もかからず、５分ほどですぐカードを
作ってお渡しできますので、ふれあいセン
ターに来たついでに、3階の図書館をのぞい
て、利用者カードを作ってみてはいかがで
しょうか？
（利用年齢の制限はありません。例えば赤
ちゃんの名前で登録をしていただくことも
できます。）

図書ワゴン（移動図書館車）運行日程 [７月 ]
　７月は下記の日程で巡回します。本の返却や
寄贈の受付もします。ぜひおいでください。
７月１日（木）
11:00 ～ 11:30　荷負遠藤商店
11:45 ～ 12:30　貫気別支所
12:45 ～ 13:15　芽生生活改善センター
13:30 ～ 14:00　旭生活館
７月２日（金）
11:30 ～ 12:00　振内支所
12:00 ～ 12:30　山の駅「ほろしり館」
12:45 ～ 13:15　岩知志ふれあい館
13:45 ～ 14:15　豊糠生活改善センター

【小説・エッセイ】
『ゲゲゲの女房』／武良布枝
『龍馬の油断』／津本陽
『民王（たみおう）』
　　　／池井戸潤
『あんちゃん』／北原亞以子

【家庭・生活・趣味】
『小屋と倉』／安藤邦廣
『濱田美里のおうちカレー』
　　　／濱田美里
『おから、豆腐、豆乳、野菜
のお菓子』／高橋典子

【医学・健康】
『私、医者に行ったほうが
いいですか？』／山田修
※心身の不調に早めに対処
するための一冊。自分と家族の健康管理の参
考に。

【社会】
『もういちど読む山川政治経済』／山崎広明
　　※大人のための教科書シリーズ。日本史
　　　と世界史もあります。
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（▲   5）5,660人　口
（      0）2,739　男
（▲   5）2,921　女
（▲   2）2,601世帯数

132外国人登録数
（ ) 内は前月比　5月末現在
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◇すずらんの花◇

�����������������������������������

� � � � � �
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
	


��
�
�
�
�
�
�
��
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
��
�
�
��
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


���
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�

�
�
�
�
�
��
�
�
�
�

��
�
��
�
�
�
�
	


�
�




�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
�
	


�
�

�
�
�
�
���
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
��
�
�
��
�
�
�
�

小さな花が、初夏の訪れを告げていました。




